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藤田和生 (京都大 ･文 ･心理)
ヒト乳児は､動きや顔図形に関する種々の比
較的複雑な知識を発達早期から示す｡これら初期
知識の進化的起源を探るため､ニホンザル乳児3
頭に5種のビデオを見せた｡①生物的運動-ヒト
とニホンザルの歩行の関節点の動き､②物体の統
一性一帯の上下を2つの部品が同期して運動した
とき上下の部品が一体であると認識するかに関す
る映像､③物体衝突時の因果関係-ある物体が別
の物体の背後に隠れ､弾かれるように節3の物体
が出てきたとき､衝突があったことを認汲するか
に関する映像､(彰顔図形､⑤音と動きの同期性一
木箱をパイプで叩く映像と音が同期しているもの
と同期しないもの｡これらを各 30秒提示し､注
視時間を測定した｡実験は0日齢から 14退齢ま
で､2-4週間間隔で反復した｡その結果､サル
の生物的運動については明瞭な結果が得られな
かったが､ヒトの運動については､生物学的な脈
絡を持った連動とそうでない運動が 6-10退齢く
らいで区別できるらしいことが示された｡物体の
統一性と衝突時の因果関係は明瞭な結果が見られ
なかったO顔図形では､線画を r顔｣と認識する
証拠は得られず､Conspec､Conlearnというヒト
の顔認識メカニズムがサルに当てはまるのかに疑
問が提示された｡視聴覚刺激では､2過齢という
早期からおとなと同じように視聴覚の同期性を認
識することがわかったoなお､これ以外にアカゲ
ザルの知覚的補間過程と､チンパンジーの時空間
情報の統合過程に関する実験的分析をおこなった｡
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